学術講演会

日時：8月11日（土）15：00から

場所：ホテルサンプラザ

演題：「ＣＡＤ/ＣＡＭ，及びジルコニアについて」
講師：北海道大学口腔機能学講座 講師 上田 康夫 先生
参加人数は１８人だった。
ジルコニアの物性、ＣＡＤ/ＣＡＭの実際、支台歯形成の注意点、各社による違い、コスト、将来の展望について、豊富な臨床例を通してわかりやすく解説された。懇親会の席でも様々な質問に答えていただき、非常に面白くてためになる講演会だった。
＜講演要旨＞

酸化ジルコニウム（ZrO2）に少量のイットリウム（Y2O3）を添加した“部分安定化ジルコニア”は、９００～１３００ＭPaというセラミックとして最高の強度を持ち、透過性、低熱伝導性および、優れた生体親和性を有している。５年経過後も６００ＭPa以上の強度を保っていることから臼歯部やロングスパンのＢｒにも応用できるようになった。
ジルコニアのフレーム作製にはまず、支台歯を計測する。支台歯にアンダーカットがあっても大体は自動修正できるが、僅かでもマージンにかかっていると制作不可能なので要注意。また、ジルコニアの場合は偶角を丸めなくてはならない。Ｒ１ｍｍの丸さで角がないよう形成することだけが他の形成と違うところである。計測に必要なスキャナーに関しては３Shape社がシェアを独占しそうな勢いである。計測ができたら画面上で設計し、作製に移る。
フレームの作製には、収縮の問題があり各社ともノウハウを得るために長い年月をかけてきた。操作する者も相応の知識、技術が必要である。リンガルサポート（後から盛り付けるポーセレンのチッピング防止）も考慮しなくてはならない。今のところ１日2000本作れる大工場から1日２０本程度の卓上機械まで様々である。
国内で利用できる各社のジルコニアを色々な症例で試してみて感じたことは、非常に適合がいいということと、ハイブリッドやメタルボンドのメタルカラーに比べて歯頸部や鼓形空隙のハイジーンが非常によくなることである。３０％含有のインセラムジルコニアを撤去する場合、ジルコニア除去用専用バーがないと削れなくて大変な思いをするが、現在のＬＡＶＡジルコニアはそのようなことはない。パナソニック社のようにたわみ強度が高い物も登場してきた。安さを追求したオールジルコニア（商品名：ゼノスター、Ｚ冠）も国内で利用できる。将来は金パラの鋳造冠よりコストを下げられるかもしれない。海外ではさらに多くの会社が競争しており、今後どのように淘汰されていくか興味深い。「札幌サカイ技研」と「道立工業試験場」にある『金属光造形複合加工システム』はレーザーを用いて金属粉末を積層しながら焼結させ、義歯のメタルフレームを作成できる機械である。技工業界はここ数年でかなり変化するのではないかと感じる。
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